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積雪寒冷地を通る高速道路では，降雪に対する除雪体制の早期確立が必要であり，そのためには降雪状

況の監視が重要となる。降雪の監視には国交省Radar情報およびRadarAMeDAS解析雨量の活用が有効である

が，雪雲が低い場合には降雪を捉えられないことがある．そこで本稿では福島県を対象として福島大学が

保有しているX-band Doppler Radarを利用し，局地Radarの降雪監視への有用性について検討した．その

検討の中で、RadarAMeDAS解析雨量と局地Radarを合成することにより，より効果的な降雪監視が行えるこ

とを示した．現業レーダに研究機関レーダを加え有効活用するレーダ網を構築することが、地域豪雪対策

に有効となろう．  
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1. 研究の目的と位置付け 

 

近年、冬期に本州南岸を低気圧が通過することに伴い，

本州太平洋側の地域が豪雪に見舞われ，都市機能や地域

社会の機能がマヒする事態となっている．社会的影響を

緩和させる対策整備が急務であるが，特に，降雪期にお

ける高速道路の交通を確保するには，気象情報を活用し

て除雪体制を早期確立することが効果的な対策のひとつ

である．従って，精度の高い気象予測を活用するととも

に降雪開始や降雪量を監視することが，対策の重点ポイ

ントとなる．しかし，冬期の降雪雲は夏季の降水システ

ムとは異なり，降雪雲の高度が高々3km程度で，こうし

た低い降雪雲は気象庁のRadarおよびRadarAMeDAS解析雨

量1) 3)でも監視できないことがある．本研究では福島県中

通り地方に注目して福島大学のRadarを用いたレーダ観

測網構築の有用性を示すものである．冬期降雪時期の

2012年11月から2013年3月までと2013年10月から2014年3

月までの期間で，福島大学X-band  Doppler Radar 2) 4)を

用いて、気象庁で監視しているRadarANeDAS解析雨量と

比較し，局地Radarの有用性の検証実験を行ったのでこ

の結果について報告する。 

2. 検証に使用したデータと検証領域 

 

(1) 使用データ 

使用データはRadarAMeDAS解析雨量データと局地Radar

データの2種類である．局地Radarは福島大学に設置して

しているX-band  Doppler Radarを使用した．図-1にRadar

諸元を示す．RadarAMeDAS解析雨量とは、気象庁Radar

（全国20基）観測データを地域気象観測システムAMeDAS

でキャリブレーションした1km格子のメッシュ解析雨量

のことである。 

局地RadarのデータはRadarAMeDAS解析雨量と比較を行

うために，5分毎の観測データのみを抽出し，観測地点

を中心とする1kmメッシュ（240×240）に変換を行った．

1kmメッシュを作成する際は，同一メッシュに入る値の

中で最大値を採用するようにした． 

 

(2) 検証領域 

検証領域は福島市内を中心とするエリアとした（図-

2）．この領域には東日本高速道路株式会社が管理する

東北自動車道と磐越自動車道が通っており，郡山を中心

として東西・南北を結ぶ交通の要となっている．そのた
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3. 降雪事例
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降雪現象を，局地Radarで捉えられることを示した．一

方，局地Radarでは観測範囲が限られるため，RadarAMeDS

解析雨量と合成することでその欠点を補い、注目する地

域の降雪分布をより的確に捉えることで，除雪の初動体

制などに迅速に取組む上で有用な情報となることを示し

た． 

常時観測を行う現業レーダは連続して安定な観測を行

うために事前に十分な運用検討を行い整備しているもの

の，より広域を監視するために地形や地物の影響を極力

受けない適地を選定するなどからレーダービームが高い

高度を通過してしまうために観測限界もある．これらの

弱点を補完するには，研究機関が保有する既設レーダを

含めた観測ネットワークを組み，観測データを有効活用

することもひとつの解決策である． 

首都圏では，防災科学技術研究所を中心に，Xバンド

レーダを保有する組織（中央大学，防衛大学校，山梨大

学，電力中央研究所，日本気象協会）が観測ネットワー

クを組み，連携して豪雨を捉えるX-NET5)と呼ぶ取組みが

2009年度から始まっている． 

現業レーダと研究用レーダでは，常時観測と臨時観測

という運用の差があるものの，観測ネットワーク連携を

推進し，荒天時に地域に情報を社会還元する取組みを各

地域で進めることが，局地豪雨・豪雪などの極端現象が

各地で頻発する時代には，有効な維持管理手法および防

災対策手段となるものと言えよう． 
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